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2)肝腺癌に対する経度的 ド打ナ-ジ術 の 検 討
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1988年 1月より1992年12月蜜での5ケ年間をこ肝膿轟

19例をこ対し経度的 ドレナ-ジ術を施行した,平均年令は

70.3才,男女比は7:12であった.諺断は,腹鳳 発

熱等の臨床症状と,腹部エコー,CT にて行なった.顔
因別では経胆道性が最も多く,基礎疾患に肝胆道糸の疾

患を有するものが多かった.特発性肝腺癌が4例あった.

方法は,エコー下穿刺にて, 1本 拍2例)ないし,洗浄

周とドレナ-ジ用の2本 (7例)のチューブを留置した.

肝膿療よりの分離菌では,E,coiiが5例と最も多く,

菌陰性は3例であった,軽快しチューブを抜去したもの

は8例あり争平均チューブ期間は30.5日であった. ド

レナ-ジ不良にて,療孔を拡張しチューブを太くしたも

のは9例であった,結語 :ドレナージ不良に対しては,

療孔を拡張 し太いチュ-プに変換するか,洗浄周とドレ

ナージ周の2本のチュ-ブを留置する必要があると考え

i▲トわた.

3)急性胆嚢炎をこ対する経度経肝的胆嚢 ドレナ-

ジ LPTGBl)〕L7)検討

羽賀 正人･伊東 浩志
松田 達郎 ･畠山 県

L-∴ ::.､ - I

五十嵐 修 ( 同 外科)

急性胆嚢炎に対せる ryl､GI3r)の治療Ej.琶績iこ--)いて検

討した.PTGBr)く二')適応は.臨床症状,炎症反応､画

像から急性胆嚢炎が疑われ 筋性防御を認めた屯のとし

た.対象は当院で施行した16例 (弔性llf札 女一性5例上

年齢は57才から93才まで平均73.3才であった.成績はま7

例中胆嚢穿刺ができなかった旦例をのぞき,16例 (94.1

得た.また純)才い.1二L'16例を含め9例 (53.8Qolが PIT,lミr)

のみで治療が完了した.よって全身合併症の多い超高齢

者においても,PTGBD は急性阻喪恥･r)初期治噂とし

て有済であると考えられた.
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小 急性胆喪炎と Lて緊急の経度的阻喪 ドいトー

ジを施行 した胆嚢癌症例の検討
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急性阻喪炎を合併した胆嚢癌症例(り術前診断および手

術は,かなり難しいとされている.そこで,急性限廉廉

または慢性胆藤森の急性増悪として緊急の PTGBD を

受けた限轟癒症例をまとめ,若干の考察を行った.(踏

果1Ljl肉眼的 Stage別に'-Jlた胆f~1-保有率は, Ⅰが62.5

0.. 【lが7500.mが33.ニ300.TVが20.70｡であ･-､た.こ

(･T)･rl-と_). iLr川口.石保存例全例 いl例1上TVLT)7例 (有石

3例)に豪症胆嚢炎で緊急 ドレナ-ジが施行された.②

肉眼的 Sta酢 Ⅰ症例は,いずれも結石充満例であっ

たが,このうち2例は術前をこ胆嚢癌を強 く疑う画像が樽

1､-Ilた.しか 肉眼的 St;lgL,I症例は全例に限治手術が

施行された.(まとめ)① 急性胆嚢炎合併であっても画

像所見を詳細をこ検討することをこより,癌の術前診断を得

ることが可能である.② 手術中,肉眼的に癌と鑑別の

難しい炎症合併例であっても,迅速病理検査で確静を得

管,適切な術式の選択が可能である.

5)腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した小児急性無
石胆藤森の 1例
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今回我々は.熱傷が誘因と思われる小児急性無石阻喪

炎症例をこ対 して,腹腔鏡下限褒摘出術 (以下本法)を施

行したし')で←報告する,症例は8歳女FR.u度3000の熱傷

にて入院後,第3病口よ冊射高と発熱が出現L 楕森に

て t)lC を合併した急性熊石胆喪炎と診断された.当初

は PT(;Bljにて DIC は改善 したがその後の経過で,

ドレナ-ジチュ-プのタラyプの度をこ腹痛と発熱を繰返

し,保存的治療は閃難上考え1､-わた.ここ')ため第29病[_]

に腹腔鏡 卜胆嚢摘出術を施行した.術後経過は順調で,

患飢土第11病Hに退院 した.小児に対する本法の適応は

確立されたものはなく,また器材の工某等改尊を牽する

部分も阜いが,小児iこ対しても首相左術式上思われた.


